
第二章 光と分子との相互作用

1.光とは何か

波としての記述・粒子としての記述

2.遷移確率

時間に依存するSchrödinger方程式・分子と電磁波との相互作用

3.振動に伴う双極子モーメントの変化

4.分子振動 – 古典力学

単一粒子の振動・２原子分子の振動・３原子分子の振動

5.太陽放射と地球放射

プランク分布関数

プランク黒体輻射の公式とステファン-ボルツマンの法則

温室効果ガスと赤外領域の吸収波数・地球のエネルギー収支



2

電
場

E

x軸

2.1．光とは何か？
光とは電磁波の一種である。

(1)波（電磁波）としての記述
連続した電気の波と、それに直交する磁気の波から成り立つ。

電磁波は横波である。

𝜆 =
𝑐

𝜈

進行方向

𝜆 ⋯ 波長 (m)

ν ⋯ 振動数 (s-1)

c ⋯ 光速 (3×108 m s-1)
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波の横方向の変位、電場の強さは周期的に変化する。

𝐸 = 𝐸0cos2𝜋𝜈𝑡

𝐸0
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(2)粒子（光子）としての記述
光は光子（photon）という微粒子の流れのように振舞うこともある。

E = hν ⋯ 1個の光子の持つエネルギー 

h⋯ プランク定数 (6.63×10-34 J s)
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電磁波の波長 λ (m)

VHF

（超短波）
UHF

（極超短波）
SHF

（センチ波）
EHF

（ミリ波）
サブ

ミリ波

遠赤
外線

赤外線

近赤
外線

可視
光線紫

外線

真空紫外線X線

分子の回転

分子の振動

電子状態

電磁波と分子の振動運動との相互作用は、
電磁波の波長が10-4 ~ 10-6 (m) の場合に生じる。

電磁波の波長と各々の名称
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